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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1の時刻と第2の時刻の間の時間間隔中に翻訳に対してなされた変更を表す翻訳データ
を翻訳リポジトリに記憶するステップであって、前記翻訳データが、第1の言語のテキス
トメッセージ、前記テキストメッセージのそれぞれに対するそれぞれの識別子、および複
数の前記テキストメッセージの第2の言語への対応する翻訳を識別する、記憶するステッ
プと、
　前記それぞれの識別子のうち1つまたは複数をソースコードプロジェクトに含めるステ
ップと、
　前記テキストメッセージの1つまたは複数のそれぞれについて、前記第1の時刻になされ
た前記テキストメッセージの前記第2の言語への翻訳、前記第2の時刻になされた前記テキ
ストメッセージの前記第2の言語への異なる翻訳、および前記第1の時刻と前記第2の時刻
の間の前記テキストメッセージに関する翻訳変更のタイプを識別する、メッセージ変更デ
ータのリストを生成するステップであって、前記翻訳変更のタイプが、変更、新規追加、
または翻訳なし、のうちの1つである、生成するステップと、
　前記ソースコードプロジェクトを、前記第2の言語で参照アプリケーションに構築する
ステップであって、
　　前記ソースコードプロジェクトの各テキストメッセージの前記識別子を、前記第2の
時刻になされた前記第2の言語への前記テキストメッセージの前記翻訳で置換するステッ
プ、および
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　　翻訳が前記時間間隔中に変更されたテキストメッセージに対して、翻訳が変更された
前記テキストメッセージの前記識別子を、前記テキストメッセージの前記翻訳に関連する
隠された情報として挿入するステップであって、翻訳が時間ウィンドウ中に変更されてい
ないテキストメッセージに関する前記識別子は、前記参照アプリケーションの前記テキス
トメッセージの前記翻訳に関連する隠された情報として挿入されない、挿入するステップ
を含む、構築するステップと、
　翻訳チェックのためにユーザに提示するための前記参照アプリケーションをレンダリン
グするステップであって、関連する隠された識別子を有するテキストメッセージを強調表
示するステップ、および、各強調表示テキストメッセージに対して、前記レンダリングさ
れた参照アプリケーションの中の前記強調表示テキストメッセージに関連したガジェット
を組み込むステップであって、前記ガジェットが、前記第1の時刻になされた前記強調表
示テキストメッセージの翻訳と、前記第2の時刻になされた前記強調表示テキストメッセ
ージの前記異なる翻訳との間の比較を前記ユーザに提示するように動作可能である、組み
込むステップを含む、レンダリングするステップと
を含む、コンピュータで実行される方法。
【請求項２】
　第1の時刻と第2の時刻の間の時間間隔中の、翻訳に対する変更を表す翻訳データを、翻
訳リポジトリに記憶するステップであって、前記翻訳データが、第1の言語のテキストメ
ッセージ、前記テキストメッセージのそれぞれに対するそれぞれの識別子、および複数の
前記テキストメッセージの第2の言語への対応する翻訳を識別する、記憶するステップと
、
　前記それぞれの識別子のうち1つまたは複数をソースコードプロジェクトに含めるステ
ップと、
　前記ソースコードプロジェクトを、前記第2の言語で参照アプリケーションに構築する
ステップであって、
　　前記ソースコードプロジェクトの各テキストメッセージの前記識別子を、前記第2の
時刻になされた前記第2の言語のテキストメッセージの翻訳で置換するステップ、および
　　翻訳が前記時間間隔中に変更されたテキストメッセージに対して、翻訳が変更された
前記テキストメッセージの識別子を、前記テキストメッセージの前記翻訳に関連する隠さ
れた情報として挿入するステップであって、翻訳が時間ウィンドウ中に変更されていない
テキストメッセージに関する識別子は、前記参照アプリケーションの前記テキストメッセ
ージの前記翻訳に関連する隠された情報として挿入されない、挿入するステップを含む、
構築するステップと、
　翻訳チェックのためにユーザに提示するための前記参照アプリケーションをレンダリン
グするステップであって、関連する隠された識別子を有する前記テキストメッセージを強
調表示するステップを含む、レンダリングするステップと
を含む、コンピュータで実行される方法。
【請求項３】
　前記翻訳データがリストとして表される、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　特定のテキストメッセージに関して、前記第1の時刻になされた前記第2の言語の前記特
定のテキストメッセージの翻訳、および前記第2の時刻になされた前記第2の言語の前記特
定のテキストメッセージの翻訳を識別するメッセージ変更データを生成するステップをさ
らに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記メッセージ変更データがリストとして表される、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記メッセージ変更データを生成するステップが、
　前記第1の時刻と前記第2の時刻の間の前記特定のテキストメッセージに関する翻訳変更
のタイプを識別するデータを生成するステップをさらに含む、請求項4に記載の方法。
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【請求項７】
　前記翻訳変更のタイプが、変更、新規追加、または翻訳なし、のうちの1つである、請
求項6に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザに提示するための前記参照アプリケーションをレンダリングするステップが、各
強調表示テキストメッセージに対して、前記レンダリングされた参照アプリケーションの
中に、前記強調表示テキストメッセージに関連したガジェットを組み込むステップであっ
て、前記ガジェットが、前記第1の時刻における前記強調表示テキストメッセージの前記
翻訳と、前記第2の時刻における前記強調表示テキストメッセージの前記翻訳との間の比
較を前記ユーザに提示するように動作可能である、組み込むステップを含む、請求項2に
記載の方法。
【請求項９】
　前記レンダリングされた参照アプリケーションの中に、前記強調表示テキストメッセー
ジに関連したガジェットを組み込むステップが、
　ユーザ入力に応答して、前記第1の時刻になされた前記強調表示テキストメッセージの
前記翻訳を、前記第2の時刻になされた前記強調表示テキストメッセージの前記翻訳と併
せて表示するユーザインターフェース要素を生成するステップを含む、請求項8に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記参照アプリケーションがウェブアプリケーションである、請求項2に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ウェブアプリケーションが複数のウェブページを含み、前記方法が、前記ウェブア
プリケーションの各ウェブページ向けに、前記ウェブページ上の翻訳変更に関するサマリ
ー情報を含んでいるレポートを生成するステップをさらに含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　1つまたは複数のコンピュータと、
　命令を記憶している1つまたは複数の記憶デバイスであって、前記命令は、前記1つまた
は複数のコンピュータによって実行されると、
　第1の時刻と第2の時刻の間の時間間隔中の、翻訳に対する変更を表す翻訳データを翻訳
リポジトリに記憶するステップであって、前記翻訳データが、第1の言語のテキストメッ
セージ、前記テキストメッセージのそれぞれに対するそれぞれの識別子、および複数の前
記テキストメッセージの第2の言語への対応する翻訳を識別する、記憶するステップと、
　前記それぞれの識別子のうち1つまたは複数をソースコードプロジェクトに含めるステ
ップと、
　前記ソースコードプロジェクトを、前記第2の言語で参照アプリケーションに構築する
ステップであって、
　　前記ソースコードプロジェクトの各テキストメッセージの前記識別子を、前記第2の
時刻になされた前記第2の言語のテキストメッセージの翻訳で置換するステップ、および
　　翻訳が前記時間間隔中に変更されたテキストメッセージに対して、翻訳が変更された
前記テキストメッセージの識別子を、前記テキストメッセージの前記翻訳に関連する隠さ
れた情報として挿入するステップであって、翻訳が時間ウィンドウ中に変更されていない
テキストメッセージに関する識別子は、前記参照アプリケーションの前記テキストメッセ
ージの前記翻訳に関連する隠された情報として挿入されない、挿入するステップを含む、
構築するステップと、
　翻訳チェックのためにユーザに提示するための前記参照アプリケーションをレンダリン
グするステップであって、関連する隠された識別子を有する前記テキストメッセージを強
調表示するステップを含む、レンダリングするステップと
を含む動作を、前記1つまたは複数のコンピュータに実行させる、1つまたは複数の記憶デ
バイスと
を備えるシステム。
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【請求項１３】
　前記翻訳データがリストとして表される、請求項12に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記動作が、特定のテキストメッセージに関して、前記第1の時刻になされた前記第2の
言語の前記特定のテキストメッセージの翻訳、および前記第2の時刻になされた前記第2の
言語の前記特定のテキストメッセージの翻訳を識別するメッセージ変更データを生成する
ステップをさらに含む、請求項12に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記メッセージ変更データを生成するステップが、
　前記第1の時刻と前記第2の時刻の間の前記特定のテキストメッセージに関する翻訳変更
のタイプを識別するデータを生成するステップをさらに含む、請求項14に記載のシステム
。
【請求項１６】
　前記翻訳変更のタイプが、変更、新規追加、または翻訳なし、のうちの1つである、請
求項15に記載のシステム。
【請求項１７】
　ユーザに提示するための前記参照アプリケーションをレンダリングするステップが、各
強調表示テキストメッセージに対して、前記レンダリングされた参照アプリケーションの
中に、前記強調表示テキストメッセージに関連したガジェットを組み込むステップであっ
て、前記ガジェットが、前記第1の時刻における前記強調表示テキストメッセージの前記
翻訳と、前記第2の時刻における前記強調表示テキストメッセージの前記翻訳との間の比
較を前記ユーザに提示するように動作可能である、組み込むステップを含む、請求項12に
記載のシステム。
【請求項１８】
　前記レンダリングされた参照アプリケーションの中に、前記強調表示テキストメッセー
ジに関連したガジェットを組み込むステップが、
　ユーザ入力に応答して、前記第1の時刻になされた前記強調表示テキストメッセージの
前記翻訳を、前記第2の時刻になされた前記強調表示テキストメッセージの前記翻訳と併
せて表示するユーザインターフェース要素を生成するステップを含む、請求項17に記載の
システム。
【請求項１９】
　前記参照アプリケーションがウェブアプリケーションである、請求項12に記載のシステ
ム。
【請求項２０】
　前記ウェブアプリケーションが、複数のウェブページを含み、前記動作が、前記ウェブ
アプリケーションの各ウェブページ向けに、前記ウェブページ上の翻訳変更に関するサマ
リー情報を含んでいるレポートを生成するステップをさらに含む、請求項19に記載のシス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書は異言語でアプリケーションをローカライズする際に翻訳支援を提供すること
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くのソフトウェア開発会社は、ソフトウェアアプリケーションが、技術的変更を必要
とすることなくターゲット市場の地域格差および技術的要件を説明するために様々な言語
および地域に適合することができるように、ソフトウェアアプリケーションを設計する。
そのようなソフトウェアアプリケーションを開発した後、例えば同じソフトウェアアプリ
ケーションの異なる言語のバージョンまたは異なる地域のバージョンを生成するために、



(5) JP 5911594 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

ローカリゼイションと称されるプロセスが実行され得る。ローカリゼイション中に、現地
固有のコンポーネントを加えることができ、アプリケーションのユーザインターフェース
に表示されるテキストメッセージをターゲット言語に翻訳することができる。これらのテ
キストメッセージを別のターゲット言語に翻訳する際の効率を保証するために、ソフトウ
ェア開発者は、ソースコードのテキストメッセージを配置すべき位置にメッセージ識別子
を挿入して、テキストメッセージが異言語に翻訳され得るように、ソース言語で用いられ
ることになっているすべてのテキストメッセージのリストを維持することができる。これ
らのテキストメッセージが選択されたターゲット言語に翻訳されたとき、ソースコードの
すべてのメッセージ識別子を、対応するテキストメッセージの選択された言語の翻訳で置
換することにより、ソースコードを、選択されたターゲット言語のアプリケーションのバ
ージョンにコンパイルするかまたは構築することができる。
【０００３】
　上記の手法を用いると、翻訳者は、アプリケーションとは別に記憶されたテキストメッ
セージのリストを検討することによってテキストメッセージを翻訳しなければならないこ
とがある。さらに、ソフトウェア開発者によっては、同じテキストメッセージのいくつか
が、複数のソフトウェア開発プロジェクトに用いられる可能性がある。別々のソフトウェ
アプロジェクトで、同一のテキストメッセージが、それが用いられる特定の文脈またはそ
の翻訳を行う翻訳者次第で、異なって翻訳されることがある。すなわち、テキストメッセ
ージのリストの中のテキストメッセージの翻訳が、時間が経つにつれて変更される可能性
がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　概して、本明細書に記載の主題の一態様は、第1の時刻と第2の時刻の間の時間間隔中に
翻訳に対してなされた変更を表す翻訳データを翻訳リポジトリに記憶するアクションであ
って、翻訳データが、第1の言語のテキストメッセージ、各テキストメッセージに対する
それぞれの識別子、および複数のテキストメッセージの第2の言語への対応する翻訳を識
別する、記憶するアクションと、それぞれの識別子のうち1つまたは複数をソースコード
プロジェクトに含めるアクションと、テキストメッセージの1つまたは複数のそれぞれに
ついて、第1の時刻になされたテキストメッセージの第2の言語への翻訳、第2の時刻にな
されたテキストメッセージの第2の言語への異なる翻訳、および第1の時刻と第2の時刻の
間のテキストメッセージに関する翻訳変更のタイプを識別する、メッセージ変更データの
リストを生成するアクションであって、翻訳変更のタイプが、変更、新規追加、または翻
訳なし(not translated)、のうちの1つである、生成するアクションと、ソースコードプ
ロジェクトを、第2の言語で参照ウェブアプリケーションに構築するアクションであって
、ソースコードプロジェクトの各テキストメッセージの識別子を、第2の時刻になされた
第2の言語へのテキストメッセージの翻訳で置換するアクション、および翻訳がその時間
間隔中に変更されたテキストメッセージに対して、翻訳が変更されたテキストメッセージ
の識別子を、テキストメッセージの翻訳に関連する隠された情報として挿入するアクショ
ンであり、翻訳が時間ウィンドウ中に変更されていないテキストメッセージに関する識別
子は、参照ウェブアプリケーションのテキストメッセージの翻訳に関連する隠された情報
として挿入されない、挿入するアクションを含む、構築するアクションと、翻訳チェック
のためにユーザに提示するための参照ウェブアプリケーションをレンダリングするアクシ
ョンであって、関連する隠された識別子を有するテキストメッセージを強調表示するアク
ション、および各強調表示テキストメッセージに対して、レンダリングされた参照アプリ
ケーションの中の強調表示テキストメッセージに関連したガジェットを組み込むアクショ
ンであって、ガジェットが、第1の時刻になされた強調表示テキストメッセージの翻訳と
、第2の時刻になされた強調表示テキストメッセージの異なる翻訳との間の比較をユーザ
に提示するように動作可能である、組み込むアクションを含む、レンダリングするアクシ
ョンとを含む方法で具現化することができる。



(6) JP 5911594 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

【０００５】
　この態様の他の実施形態には、それぞれがこの方法のアクションを実行するように構成
されている、対応するシステム、装置、およびコンピュータの記憶装置上に符号化された
コンピュータプログラムが含まれる。システムにインストールされ、動作においてシステ
ムにアクションを実行させる、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、またはそ
れらの組合せを有することによって、1つまたは複数のコンピュータのシステムが、特定
のアクションを実行するように構成され得る。1つまたは複数のコンピュータプログラム
は、データ処理装置によって実行されたとき装置にアクションを実行させる命令を含むこ
とによって、特定のアクションを実行するように構成され得る。
【０００６】
　概して、本明細書に記載の主題の別の態様は、第1の時刻と第2の時刻の間の時間間隔中
の、翻訳に対する変更を表す翻訳データを、翻訳リポジトリに記憶するアクションであっ
て、翻訳データが、第1の言語のテキストメッセージ、テキストメッセージのそれぞれに
対するそれぞれの識別子、および複数のテキストメッセージの第2の言語への対応する翻
訳を識別する、記憶するアクションと、それぞれの識別子のうち1つまたは複数をソース
コードプロジェクトに含めるアクションと、ソースコードプロジェクトを、第2の言語で
参照アプリケーションに構築するアクションであって、ソースコードプロジェクトの各テ
キストメッセージの識別子を、第2の時刻になされた第2の言語のテキストメッセージの翻
訳で置換するアクション、および翻訳がその時間間隔中に変更されたテキストメッセージ
に対して、翻訳が変更されたテキストメッセージの識別子を、テキストメッセージの翻訳
に関する隠された情報として挿入するアクションであって、翻訳が時間ウィンドウ中に変
更されていないテキストメッセージに関する識別子は、参照アプリケーションのテキスト
メッセージの翻訳に関連する隠された情報として挿入されない、挿入するアクションを含
む、構築するアクションと、翻訳をチェックするためにユーザに提示するための参照アプ
リケーションをレンダリングするアクションであって、関連する隠された識別子を有する
テキストメッセージを強調表示するアクションを含む、レンダリングするアクションとを
含む方法で具現化することができる。
【０００７】
　この態様の他の実施形態には、それぞれがこの方法のアクションを実行するように構成
されている、対応するシステム、装置、およびコンピュータの記憶装置上に符号化された
コンピュータプログラムが含まれる。システムにインストールされ、動作においてシステ
ムにアクションを実行させる、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、またはそ
れらの組合せを有することによって、1つまたは複数のコンピュータのシステムが、特定
のアクションを実行するように構成され得る。1つまたは複数のコンピュータプログラム
は、データ処理装置によって実行されたとき装置にアクションを実行させる命令を含むこ
とによって、特定のアクションを実行するように構成され得る。
【０００８】
　これらおよび他の実施形態は、それぞれが、以下の特徴の1つまたは複数を任意選択で
含むことができる。翻訳データはリストとして表すことができる。この方法は、特定のテ
キストメッセージに関して、第1の時刻になされた第2の言語の特定のテキストメッセージ
の翻訳、および第2の時刻になされた第2の言語の特定のテキストメッセージの翻訳を識別
するメッセージ変更データを生成するアクションをさらに含むことができる。メッセージ
変更データはリストとして表すことができる。メッセージ変更データを生成するアクショ
ンは、第1の時刻と第2の時刻の間の特定のテキストメッセージに関する翻訳変更のタイプ
を識別するデータを生成するアクションをさらに含んでよい。翻訳変更のタイプは、変更
、新規追加、または翻訳なし、のうちの1つであり得る。ユーザに提示するための参照ア
プリケーションをレンダリングするアクションは、各強調表示テキストメッセージに対し
て、レンダリングされた参照アプリケーションの中の強調表示テキストメッセージに関連
したガジェットを組み込むアクションであって、ガジェットが、第1の時刻における強調
表示テキストメッセージの翻訳と、第2の時刻における強調表示テキストメッセージの翻
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訳との間の比較をユーザに示すように動作可能であるアクションとを含んでよい。レンダ
リングされた参照アプリケーションの中に、強調表示テキストメッセージに関連したガジ
ェットを組み込むアクションは、ユーザ入力に応答して、第1の時刻になされた強調表示
テキストメッセージの翻訳を、第2の時刻になされた強調表示テキストメッセージの翻訳
と併せて表示するユーザインターフェース要素を生成するアクションを含むことができる
。参照アプリケーションはウェブアプリケーションであり得る。ウェブアプリケーション
は複数のウェブページを含むことができ、この方法は、ウェブアプリケーションの各ウェ
ブページ向けに、ページ上の翻訳変更に関するサマリー情報を含んでいるレポートを生成
するアクションをさらに含むことができる。
【０００９】
　本明細書に記載の主題の特定の実施形態は、以下の利点の1つまたは複数を実現するよ
うに実装され得る。翻訳者は、翻訳すべきテキストをより正確に翻訳するために、こうし
たテキストが構築されたアプリケーションの中でどのように用いられるかといった文脈上
の知識を得ることができる。翻訳者は、特定の新規ソフトウェアプロジェクト向けにテキ
ストメッセージを翻訳するとき、同じテキストメッセージの様々な翻訳を参考として用い
ることができる。ソフトウェアローカリゼイションの翻訳者は、特定のテキストメッセー
ジの翻訳の明瞭な知識を時間をかけて与えられ、このテキストメッセージが実際に表示さ
れかつ用いられるユーザインターフェースの直観的な表示を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】記載された主題の実施形態によるアプリケーションのローカリゼイションにおい
て翻訳支援を提供するための例示的システムを示す図である。
【図２】記載された主題の実施形態によるアプリケーションのローカリゼイションにおい
て翻訳支援を提供するための例示的サーバシステムの概略図である。
【図３Ａ】記載された主題の実施形態によってアプリケーションを構築するのに用いられ
るテキストメッセージを記憶する例示の翻訳リポジトリを示す図である。
【図３Ｂ】記載された主題の実施形態によって図3Aに示されるような翻訳リポジトリの情
報に基づいて処理される翻訳情報の例示の表を示す図である。
【図４】記載された主題の実施形態によるアプリケーションのローカリゼイションにおい
て翻訳支援を提供するための例示的プロセスを示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　様々な図面における同様の参照番号および名称は、同様の要素を示す。
【００１２】
　図1は、記載された主題の実施形態によるアプリケーションのローカリゼイションにお
いて翻訳支援を提供するための例示的システム100を示す。システム100は、1つまたは複
数の物理的位置の1つまたは複数のコンピュータ上で実装することができ、翻訳監視モジ
ュール120、参照構築モジュール122およびレンダリングモジュール124を含むことができ
る。システム100の、翻訳監視モジュール120と、参照構築モジュール122と、レンダリン
グモジュール124との間の機能の分割は、単なる例示である。以下に記載の、機能のさら
なる分割が実装され得、あるいは、システム100は、以下に記載の機能をすべて実行する
単一のソフトウェアエンジンであり得る。
【００１３】
　翻訳リポジトリ110およびソースコードプロジェクトベース112は、システム100への接
続またはシステム100によるアクセスが可能になり得る。翻訳リポジトリ110は、ソースコ
ードプロジェクトベース112に記憶された特定のソースコードプロジェクトに基づいてタ
ーゲットアプリケーションの異言語バージョンを構築するのに用いられる翻訳データを含
むことができる。いくつかの実施態様では、ソースコードプロジェクトベース112は、ソ
フトウェア開発会社内で開発中の複数のソースコードプロジェクトを含んでおり、翻訳リ
ポジトリ110は、ソースコードプロジェクトベース112のソースコードプロジェクトを、例



(8) JP 5911594 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

えば様々なターゲット言語のアプリケーションのバージョンといったローカライズされた
アプリケーションへと構築するのに用いることができるテキストメッセージの異言語での
翻訳を記憶するのに用いられる。
【００１４】
　翻訳リポジトリ110は、複数の言語でのテキストメッセージの翻訳を記憶することがで
きる。これらの翻訳は、翻訳者によって、英語などのソース言語のテキストメッセージに
基づき、例えば個別の翻訳支援ユーティリティを用いて提供されてよい。この翻訳支援ユ
ーティリティはウェブアプリケーションであり得、これは、ウェブページ上のテキストメ
ッセージを表示し、翻訳者に対して、選択されたターゲット言語への翻訳を入力するよう
に要求して、一旦翻訳が確認されると、これらの翻訳を翻訳リポジトリに記憶する。翻訳
者によって翻訳リポジトリに供給された翻訳は、例えばPerforce、CVSまたはMicrosoft V
isual Sourcesafeといったバージョン管理システムによって管理されてよい。別々の翻訳
者が、他の翻訳者によって供給された翻訳をチェックし、いくつかのテキストメッセージ
の翻訳を類似のテキストメッセージの以前の翻訳と比較することなどができるように、さ
らなる機能が翻訳支援ユーティリティに用意され得る。
【００１５】
　ソースコードプロジェクトベース112に記憶されたソースコードプロジェクトは、アプ
リケーションのユーザインターフェースに表示すべきテキストメッセージが挿入されるこ
とになっている位置に、特定のメッセージ識別子を有する。これらのメッセージ識別子の
それぞれが、例えば英語といったソース言語のそれぞれの対応するテキストメッセージと
ともに、翻訳すべきエントリとして翻訳リポジトリ110に記録され得る。仕上がったソー
スコードプロジェクトのすべてのテキストメッセージが、例えば中国語といった特定のタ
ーゲット言語に翻訳が完了した後、このソースコードプロジェクトは、すべてのソースコ
ードプロジェクトのメッセージ識別子を、例えば中国語といったターゲット言語の翻訳で
置換し、次いで、このソースコードを実行可能プログラムへとコンパイルすることによっ
て、ターゲット言語のアプリケーションに構築され得る。いくつかの実施態様では、この
実行可能プログラムは、例えばサーバ側で実行されるウェブアプリケーション、クライア
ント側でJavaScript（登録商標）関数によって実装された豊富な機能を有するウェブアプ
リケーションなどのウェブアプリケーションでよい。
【００１６】
　翻訳監視モジュール120は、指定された時間間隔にわたって、特定のソースコードプロ
ジェクトで用いられるテキストメッセージの翻訳リポジトリ110の変化を監視して、この
時間間隔中の翻訳の差異を記録する翻訳変更リスト121を作成することができる。時間間
隔は、例えばソースコードプロジェクトのテキストを翻訳しようとする翻訳者といったユ
ーザによって指定されてよい。例えば、翻訳者は、例えば1週間前と現在時刻の間で、特
定のソースコードプロジェクトに関するテキストメッセージの1つまたは複数の特定のタ
ーゲット言語の翻訳の差異を見つけようとする可能性がある。あるいは、時間間隔は、例
えば2数週間前といった第1の前時刻と、例えば1週間前といった第2の前時刻の間でよい。
いくつかの実施態様では、ユーザは、例えばその言語のアプリケーションの以前のバージ
ョンを識別することによって時間間隔を指定してよい。システムは、次いで、例えばアプ
リケーションの以前のバージョンで用いられた翻訳が生成された時刻と現在時刻の間の時
間間隔を生成することができる。
【００１７】
　システムの参照構築モジュール112は、この翻訳変更リスト121に基づいて、ソースコー
ドプロジェクトベース112に記憶されるソースコードプロジェクトを構築することができ
る。この構造(build)は、さらになる処理のために、アプリケーションの、時間間隔中に
変更されたことが判明しているテキストメッセージのそれぞれのメッセージ識別子を維持
することができる。ソースコードプロジェクトを構築するためのこの技法は、「参照構造
」と称され得る。
【００１８】
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　上記で述べた「参照構造」技法の結果が、参照アプリケーション123である。参照アプ
リケーション123は、システム100のレンダリングモジュール124によってレンダリングさ
れ、レンダリングされたアプリケーション125の特定の機能を翻訳者に提示することがで
きる。次いで、翻訳者は、ユーザ環境の指定時間間隔中に変更された様々な翻訳を評論し
て、各テキストメッセージが適切に翻訳されていることを確認することができる。機能は
、翻訳者による、アプリケーションの、表示されたユーザ環境で改訂する必要のあるテキ
ストメッセージの翻訳のさらなる変更を可能にする、レンダリングされたアプリケーショ
ン125で翻訳者に提供されてよい。
【００１９】
　図2は、記載された主題の実施形態によるアプリケーションのローカリゼイションにお
いて翻訳支援を提供するための例示的サーバシステムの概略図である。図2の例示的サー
バは、1つまたは複数のプロセッサ212を含むハードウェアの層またはファームウェア構造
と、コンピュータ可読媒体216と、ネットワーク230を通じて他のコンピュータと通信する
通信インターフェース218と、ユーザインターフェースデバイス220と、任意の追加デバイ
ス214とを含むことができる。アプリケーションのローカリゼイションの翻訳支援を提供
するための特定のアプリケーションモジュールは、サーバ200の動作を支援するハードウ
ェアまたはファームウェアに加えて、サーバ200のオペレーティングシステム上でも動作
することができる。これらのアプリケーションモジュールは、翻訳モジュール120、参照
構築モジュール122およびレンダリングモジュール124を含んでよい。いくつかの実施態様
では、サーバ200は、ネットワーク230に接続され、翻訳監視モジュール120によって、ネ
ットワーク230を介して翻訳リポジトリ110の翻訳変更を監視する。サーバ200の参照構築
モジュール122は、翻訳リポジトリ110に対する変更を監視することの結果として、サーバ
200上に生成された翻訳変更リストの情報を用いて、ネットワーク230を通じてソースコー
ドプロジェクトベース112から受け取ったソースコードプロジェクトの参照を構築する(re
ference build)ことができる。この参照構築プロセスが完了した後、レンダリングモジュ
ール124は、アプリケーションの様々なユーザインターフェースに表示されたテキストメ
ッセージの翻訳をさらに評論するように、サーバ200上のこの参照アプリケーションを翻
訳者に対してレンダリングすることができる。あるいは、翻訳リポジトリ110とソースコ
ードプロジェクトベース112の任意の片方または両方が、同じサーバ200上に配置されてよ
い。
【００２０】
　図3Aは、記載された主題の実施形態によってアプリケーションを構築するのに用いられ
るテキストメッセージを記憶する例示的翻訳リポジトリを示す。例示的翻訳リポジトリで
は、ソース言語の各テキストメッセージは固有の識別子を有してよく、これは、テキスト
メッセージまたはこのテキストメッセージの特定の言語への翻訳が、ソースコードプロジ
ェクトのコードの適切な位置に配置されるべきであることを意味するために、ソースコー
ドプロジェクトにおいて用いられ得る。翻訳リポジトリの各テキストメッセージは、1つ
または複数の言語での翻訳を有してよい。この例では、翻訳リポジトリの第1のエントリ
は「開始」というテキストメッセージであり、これは、メッセージid「12111」によって
一意的に識別され、中国語と日本語の両方の翻訳を有する。同様に、テキストメッセージ
「評論」、「名前を付けて保存」、および「校訂」のすべてがそれぞれの固有の識別子を
有し、それらの中国語および日本語の対応する翻訳が既にあってもなくてもよい。各テキ
ストメッセージは、単語、慣用句、文、または複数の文でもよく、特定のテキストメッセ
ージのターゲット言語への翻訳が、特定の時刻に、まだターゲット言語で用意されていな
くてもよいことに留意されたい。また、本明細書に記載の技法は、テキストメッセージの
翻訳に対してなされたいかなる変更も、テキストメッセージのバージョンを追跡する例え
ばバージョン管理システムといったシステムによって管理される環境で動作するものであ
り、その結果、システムに照会することにより、変更された時刻および以前の翻訳を容易
に取得することができる。
【００２１】
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　図3Bは、記載された主題の実施形態に従って、翻訳監視モジュールによって、図3Aに示
されるような翻訳リポジトリの情報に基づいて処理される翻訳情報の例示の表を示す図で
ある。これは、例えば図1のシステム100といったシステムが、特定のこのソースコードプ
ロジェクトのローカライズにおける翻訳支援を提供するように動作するとき、特定のソー
スコードプロジェクト向けに生成される表であり得る。この表の各エントリは、特定の言
語への翻訳がいくつか変更されている図3Aに示されるような翻訳リポジトリのテキストメ
ッセージに関連する情報である。例えば、この表は、特定のソースコードプロジェクトに
用いられるすべてのテキストメッセージに関する、図3Aに示された翻訳リポジトリの、1
週間前と現在時刻の間の中国語の翻訳変更を含み得る。この表は、先週中または他の期間
において何らかの変更があったテキストメッセージのメッセージ識別子を維持するための
フィールド「msgID」を含む。フィールドの「タイプ」は、テキストメッセージの翻訳に
対してなされた特定のタイプの変更を明示するために用いられる。この表は、「翻訳変更
表」と称されたとしても、この時間間隔で実際に変更されたテキストメッセージを記録す
ることに加えて、特定の時刻にまだいかなる翻訳もないテキストメッセージも記録するこ
とができるので、この名称は便宜のためにのみ用いられることに留意されたい。したがっ
て、翻訳変更のタイプは、「変更」、「新規追加」および「翻訳なし」を含んでよい。タ
イプ「変更」は、同じテキストメッセージの翻訳が、この期間に変更されたことを意味す
る。例えば、この表では、「開始」というテキストメッセージが、1週間前には、中国語
で、
【００２２】
【数１】

【００２３】
と翻訳されていたが、そのときから、中国語の
【００２４】
【数２】

【００２５】
へと変更されている。タイプ「新規追加」(例えば図3Bの「カートに追加」というテキス
トメッセージについて)は、例えばソースコードプロジェクトが変更されており、新規の
テキストメッセージがソースコードプロジェクトに追加されたので、1週間前には翻訳リ
ポジトリに存在しなかったが、問題となっているプロジェクトに対して誰かが先週中に追
加したテキストメッセージを指す。タイプ「翻訳なし」は、同じプロジェクトに関して、
まだターゲット言語に翻訳されていないテキストメッセージを指すのに用いられる。図3B
の表では、テキストメッセージ「映像の公開」はまだ翻訳されておらず、この翻訳変更リ
ストに「翻訳なし」として記録されたものである。さらに、変更リストは、前時刻および
現在時刻におけるそれぞれの翻訳を記憶するフィールドをそれぞれ含むことができる。図
3Bに示されるように、「評論」というテキストメッセージの翻訳は、1週間前には中国語
の
【００２６】
【数３】

【００２７】
であったが、変更されて、現在では中国語の
【００２８】
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【数４】

【００２９】
となっている。
【００３０】
　一般に、図3Aに示されるような翻訳変更リストは、初めて翻訳されることになっている
テキストメッセージを含めて、翻訳者が評論すべき特定のソースコードプロジェクトに関
するすべてのテキストメッセージのターゲット言語の翻訳情報を記録することができる。
さらに、この翻訳変更リストは、特定のテキストメッセージに関して、複数のターゲット
言語のテキストメッセージの翻訳変更に関する情報を含み得る。その場合、そのようなさ
らなる言語のそれぞれに関して、翻訳変更のタイプと、以前の翻訳と、現在の翻訳とに関
する個別のフィールドが含まれ得る。いくつかの実装態様では、翻訳変更リストは、すな
わち図2Aに示されるような翻訳リポジトリに記憶されたものと同一のメッセージ識別子に
加えて、参照アプリケーションに用いられるべき翻訳変更リストの各テキストメッセージ
に対して新規のメッセージ識別子を割り当てる別のフィールドを含む。これらのテキスト
メッセージ識別子を用いることによって、システムは、レンダリングモジュールが後に用
いるように他と区別して参照アプリケーションに組み込むのには適切ではない可能性があ
る、翻訳リポジトリから受け継いだメッセージ識別子を用いなくてもよいことになる。
【００３１】
　図4は、記載された主題の実施形態によるアプリケーションのローカリゼイションにお
いて翻訳支援を提供するための例示的プロセス400を示す流れ図である。プロセス400は、
1つまたは複数のロケーションに配置された1つまたは複数のコンピュータのシステムによ
って実行され得る。例えば、図1のシステム100は、プロセス400を実行するのに使用する
ことができる。
【００３２】
　ステップ402で、ユーザは翻訳支援システムに対して、1つまたは複数の特定の前時刻を
入力として指定してよい。例えば、翻訳者は、例えば1週間前と現在時刻の間、または3週
間前と1週間前との間で、特定のソースコードプロジェクトに関するテキストメッセージ
の1つまたは複数の特定のターゲット言語の翻訳の差異を見つけようとする可能性がある
。特定のソースコードプロジェクトも、ユーザによって指定されてよく、または利用可能
なソースコードプロジェクトが1つしかなければ、システムによってデフォルトで設定さ
れ得る。あるいは、ユーザは、例えばソースコードプロジェクトの以前のバージョンとソ
ースコードプロジェクトの現行バージョンの間の翻訳の差異を取得するために、ソースコ
ードプロジェクトの以前のバージョンを識別してもよい。
【００３３】
　システムの翻訳監視モジュールは、この入力に基づいて、翻訳リポジトリに対する変更
を現在管理しているバージョン管理システムに問い合わせることにより、1つまたは複数
の特定の時刻によって定義された時間間隔中の翻訳変更を識別することになる(ステップ4
04)。バージョン管理システムが、リソースに対するあらゆる変更をその時間にわたって
記録するように構成されているので、従来の技法を採用することにより、バージョン管理
システムによって管理されているリソースにおける2つの異なる時刻の間の変更を取得す
ることが実装され得ることを当業者なら容易に理解するであろう。したがって、特定のプ
ロジェクトに関する翻訳リポジトリのテキストメッセージの翻訳変更は、例えばバージョ
ン管理システムのログ記録された変更情報を用いて、第1の指定時刻における翻訳リポジ
トリのテキストメッセージの翻訳を第2の指定時刻における翻訳リポジトリのテキストメ
ッセージの翻訳と比較することにより、監視することができる。さらに、翻訳リポジトリ
の前時刻と現在時刻の間の翻訳変更に関する情報が、翻訳者にとってたいていは有益であ
るので、翻訳監視モジュールは、ユーザから、単一の前時刻を指定する入力を受け入れる
ように構成されてよい。あるいは、翻訳監視モジュールは、2つの前時刻によって定義さ
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れた時間間隔を指定する入力を受け入れるように構成されてもよい。
【００３４】
　ステップ406で、システムは、ソースコードプロジェクトのテキストメッセージの翻訳
に関する翻訳変更リストを、1つまたは複数の特定のターゲット言語で生成する。例えば
、生成される翻訳変更リストは、図3Bを参照しながら上述された形式のものでよい。前述
のように、参照構築モジュールによって「参照が構築された」後にアプリケーションをレ
ンダリングするとき、各テキストメッセージを他と区別して識別可能に保つために、変更
された各テキストメッセージの翻訳変更リストに、新規のメッセージ識別子フィールドが
形成されてよい。例えば、新規のメッセージ識別子は、文字「T」で始まって一連の9つの
数字が続くものなどの10個のキャラクタを有してよい。この新規のメッセージ識別子を構
築する多種多様の方式が、例えばサーバ側のウェブアプリケーションといった参照構築ア
プリケーションをレンダリングするとき、これらのメッセージ識別子を後で識別するのを
容易にするように用いられてよい。いくつかの実施態様では、翻訳者がプロジェクトの翻
訳変更をチェックしてシステムを作動させようとするたびに、特定のソースコードプロジ
ェクトに関する翻訳変更リストが生成されてよい。翻訳変更リストは、「変更された」テ
キストメッセージに加えて、プロジェクトに用いられるすべてのテキストメッセージも含
んでよく、指定された期間に同じままであるテキストメッセージは「変更なし」と表され
て、リストにそのまま維持され得る。代替実施態様では、複数のソースコードプロジェク
トに対して翻訳変更リストが生成されてよい。ステップ408で、システムは、翻訳変更リ
ストに含まれる情報を用いて、ソースコードプロジェクトをレンダリングモジュール上で
実行可能なアプリケーションに構築する。いくつかの実施態様では、ソースコードプロジ
ェクトは、JSP(Java（登録商標） Server Pages)、Visual Basicなどで書かれたものなど
のウェブアプリケーションでよい。システムは、実行可能なアプリケーションを構築する
際に、ソースコードプロジェクトを検索して、翻訳変更リストを調べることにより、プロ
ジェクトのすべてのメッセージ識別子を、ターゲット言語の対応するテキストメッセージ
の現在の翻訳で置換することができる。変更されたテキストメッセージ、新規追加された
テキストメッセージ、または翻訳なし、のテキストメッセージに対して、メッセージ識別
子、ソース言語のテキストメッセージ、ならびにターゲット言語の以前の翻訳および現在
の翻訳が、これらのテキストメッセージが配置されたHTMLコードの中の特定の位置に組み
込まれ得る。例えば「開始」というテキストメッセージについては、それが「<label>121
11</label>」の形態のソースHTMLコードで用いられ、その中国語の翻訳が、指定された時
間間隔中に変更されている場合には、この変更情報を保有することになるラベル「<label
>」に対して新規のカスタム属性が生成され得る。例えば、参照構築プロセスの後、ソー
スコードの上記の部分は、次のように変更されてよい。
【００３５】
【数５】

【００３６】
　このようにして、参照構築プロセスの後に翻訳変更情報が維持される。代替実施態様で
は、ターゲット言語および任意の他の関連情報に関する識別子も、テキストメッセージを
含むことができるウェブアプリケーションの様々なラベルに対してカスタム属性を用いる
ことにより、構築されたアプリケーションの適切な位置に組み込まれ得る。さらに、類似
の技法が、ソースコードプロジェクトの、例えばHTMLタグの間以外の他の位置にテキスト
メッセージの翻訳変更情報を組み込むために採用され得ることを当業者なら理解するであ
ろう。
【００３７】
　ソースコードアプリケーションが、実行可能なアプリケーションに参照構築された後、
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システムは、ユーザが翻訳をチェックするようにユーザに提示するための実行可能なアプ
リケーションのレンダリング(ステップ410)へ進むことができる。いくつかの実施態様で
は、システムは、特定のカスタム属性「msgID」を有するものを見つけるために、動的に
生成されたウェブページのHTMLタグをチェックすることによって翻訳変更情報を取得する
ことができる。システムは、これらのテキストメッセージのまわりに追加のHTMLタグを挿
入することにより、変更されたテキストメッセージを強調表示することができる。さらに
、システムは、翻訳者に対して以前の翻訳を提示するために、例えば他のHTMLタグまたは
JabaScriptコードを用いて、表示されたウェブページのテキストメッセージの近くに、表
示されたテキストメッセージの近くの特別なアイコンをクリックして起動することができ
る、例えばドロップダウンボックス、ポップアップウィンドウ、他のユーザインターフェ
ース要素といった他の高度な機能を組み込むことができる。
【００３８】
　このようにして、翻訳者は、変更されている表示されたウェブページのテキストメッセ
ージを容易に見つけることができ、以前の翻訳をチェックすることができる。翻訳者は、
実際のユーザ環境でこれらの翻訳を評論することもでき、したがって、各テキストメッセ
ージの意味が適切に翻訳されていることを確認することができる。代替実施態様では、シ
ステムは、翻訳者が、アプリケーションのユーザ環境で改訂する必要がある表示されたテ
キストメッセージの翻訳に対して、例えば、そのような改訂をするための翻訳リポジトリ
または翻訳変更リストへの特定のインターフェースに行かなくても、さらなる変更を加え
ることを可能にする他の能力をさらに組み込むことができる。さらに、システムは、特定
のプロジェクトまたは複数のプロジェクトの翻訳変更のサマリーを提示するレポート機能
を含むようにも構成されてよい。
【００３９】
　本明細書に記載された主題および機能的動作の実施形態は、デジタル電子回路、実体的
に具現化されたコンピュータソフトウェアまたはファームウェア、本明細書で開示された
構造およびそれらの構造的等価物を含むハードウェア、あるいはそれらの1つまたは複数
の組合せで実装されてよい。本明細書に記載された主題の実施形態は、データ処理装置に
よって実行するために、あるいはデータ処理装置の動作を制御するように、コンピュータ
の記憶媒体上に符号化された1つまたは複数のコンピュータプログラム、すなわちコンピ
ュータプログラムの命令の1つまたは複数のモジュールとして実装されてよい。その代わ
りに、もしくはそれに加えて、プログラム命令は、人為的に生成された伝搬する信号、例
えば、データ処理装置による実行のために適切な受信装置へ伝送するために、情報を符号
化するように生成されたマシンで生成された電気信号、光信号、または電磁気信号上で符
号化されてよい。コンピュータ記憶媒体は、機械可読記憶デバイス、機械可読記憶基板、
ランダムアクセスメモリもしくはシリアルアクセスメモリのデバイス、またはそれらの1
つまたは複数の組合せであり得る。
【００４０】
　「データ処理装置」という用語は、例として、プログラマブルプロセッサ、コンピュー
タ、または複数のプロセッサもしくはコンピュータを含めて、データ処理用のあらゆる種
類の装置、デバイス、およびマシンを包含する。この装置は、例えばFPGA(フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ)、またはASIC(特定用途向け集積回路)といった専用論理回路
を含み得る。この装置は、ハードウェアに加えて、例えばプロセッサのファームウェア、
プロトコルのスタック、データベース管理システム、オペレーティングシステム、または
それらの1つまたは複数の組合せを構成するコードといった、対象となるコンピュータプ
ログラム用の実行環境を生成するコードも含み得る。コンピュータプログラム(プログラ
ム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション、スクリプト、またはコードとも呼ば
れ得る)は、コンパイル型言語またはインタープリタ型言語、宣言型言語または手続き型
言語を含めて任意の形式のプログラミング言語で記述されてよく、また、スタンドアロン
プログラムとして、あるいはモジュール、コンポーネント、サブルーチン、またはコンピ
ュータ環境で用いる適切な他のユニットとして含む、任意の形式に展開されてよい。コン
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ピュータプログラムは、ファイルシステムの中のファイルに対応することができるが、こ
れは必須ではない。プログラムは、他のプログラムまたはデータ(例えばマークアップ言
語のドキュメントに格納された1つまたは複数のスクリプト)を保持するファイル、対象と
なるプログラム専用の単一ファイル、あるいは統合的な複数のファイル(例えば1つまたは
複数のモジュール、サブプログラム、またはコードの各部分を格納する各ファイル)の一
部分に記憶されてよい。コンピュータプログラムは、1つのコンピュータ上で、または1つ
のサイトに配置された、もしくは複数のサイトにわたって分散して通信網で相互に連結さ
れた複数のコンピュータ上で、実行されるように展開され得る。
【００４１】
　本明細書に記載されたプロセスおよび論理の流れは、入力データに対して動作して出力
を生成することにより機能を実行する1つまたは複数のコンピュータプログラムを実行す
る1つまたは複数のプログラマブルプロセッサによって実行されてよい。これらのプロセ
スおよび論理の流れは、例えばFPGA(フィールドプログラマブルゲートアレイ)、またはAS
IC(特定用途向け集積回路)といった専用論理回路で実行されてもよく、装置もこれらで実
装されてよい。
【００４２】
　コンピュータプログラムを実行するのに適切なプロセッサには、例として、汎用マイク
ロプロセッサおよび専用マイクロプロセッサの両方、ならびに任意の種類のデジタルコン
ピュータの任意の1つまたは複数のプロセッサが含まれる。一般に、プロセッサは、命令
およびデータを、読み取り専用メモリもしくはランダムアクセスメモリまたはその両方か
ら受け取ることになる。コンピュータの必須要素は、命令を実行または実行するためのプ
ロセッサならびに命令およびデータを記憶するための1つまたは複数の記憶デバイスであ
る。一般に、コンピュータは、例えば磁気ディスク、光磁気ディスク、または光ディスク
といったデータを記憶するための1つまたは複数の大容量記憶デバイスも含むことになり
、あるいは、これらからデータを受け取り、もしくはこれらへデータを転送し、またはそ
の両方を行うために、これらに対して動作可能に結合される。しかし、コンピュータには
そのようなデバイスがなくてもよい。その上、コンピュータは、別のデバイス、例えばほ
んの少数を挙げると、移動電話、携帯情報端末(PDA)、移動式のオーディオプレーヤまた
はビデオプレーヤ、ゲーム機、全地球測位システム(GPS)受信機、または移動式記憶デバ
イス(例えばユニバーサルシリアルバス(USB)のフラッシュドライブ)の中に組み込まれて
よい。
【００４３】
　コンピュータプログラムの命令およびデータを記憶するのに適切なコンピュータ可読媒
体には、例として、例えばEPROM、EEPROM、およびフラッシュメモリデバイスといった半
導体メモリデバイスと、例えば内蔵ハードディスク、取外し可能ディスクといった磁気デ
ィスクと、光磁気ディスクと、CD-ROMおよびDVD-ROMディスクとを含んでいるすべての形
態の不揮発性記憶装置、媒体およびメモリデバイスとが含まれる。プロセッサおよびメモ
リは、専用論理回路を追加することができ、あるいは専用論理回路に組み込まれ得る。
【００４４】
　ユーザとの対話をもたらすために、本明細書に記載された主題の実施形態は、ユーザに
情報を表示するための例えばCRT(ブラウン管)またはLCD(液晶ディスプレイ)のモニタとい
った表示デバイス、ならびにユーザがコンピュータに入力を与え得るキーボード、および
例えばマウスまたはトラックボールといったポインティングデバイスを有するコンピュー
タ上で実装されてよい。ユーザとの対話をもたらすために、他の種類のデバイスも同様に
用いられてよく、例えば、ユーザにもたらされるフィードバックは、例えば視覚フィード
バック、聴覚フィードバック、触覚フィードバックといった任意の形式の感覚フィードバ
ックでよく、また、ユーザからの入力は、音響、音声、または触覚の入力を含む任意の形
式で受け取られ得る。加えて、コンピュータは、ユーザが使用しているデバイスとの間で
ドキュメントを送受することにより、例えばウェブブラウザから受け取った要求に応答し
てユーザのクライアントデバイス上のウェブブラウザにウェブページを送ることによって
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、ユーザと対話してよい。
【００４５】
　本明細書は多くの特定の実装形態の詳細を含むが、これらは、何らかの発明の範囲に対
する限定または特許請求され得るものの限定としてではなく、特定発明の特定の実施形態
に特有であり得る特徴の記載として解釈されるべきである。本明細書の個別の実施形態の
文脈で記載された特定の特徴は、1つの実施形態の中で組み合わせて実装されてもよい。
反対に、1つの実施形態の文脈で記載された様々な特徴は、複数の実施形態で、別個に、
もしくは任意の適切なサブ組合せで実装されてもよい。その上、特徴は、いくつかの組合
せで働くものとして上述され、初めにそのように特許請求されることさえあるが、特許請
求される組合せからの1つまたは複数の特徴は、場合によってはその組合せから削除され
得、特許請求される組合せは、部分組合せ、または部分組合せの変形形態を対象とし得る
。
【００４６】
　同様に、動作は特定の順序で図面に示されているが、これは、望ましい結果を達成する
ために、そのような動作が、示される特定の順序または連続した順序で実行されること、
あるいはすべての図示の動作が実行されることを必要とするものとして理解されるべきで
はない。いくつかの状況では、マルチタスクおよび並列処理が有利であり得る。その上、
上述した実施形態における様々なシステム構成要素の分離は、すべての実施形態において
そのような分離を必要とするものとして理解されるべきでなく、記載されたプログラム構
成要素およびシステムは、概して、単一のソフトウェア製品において互いに一体化される
か、または複数のソフトウェア製品にパッケージングされ得ることを理解されたい。
【００４７】
　主題の特定の実施形態が記載されてきた。他の実施形態は、添付の特許請求の範囲に含
まれる。例えば、特許請求の範囲で列挙される作用は、異なる順序で実行されてもよく、
やはり望ましい結果が達成される。一例として、添付図に示されたプロセスは、望ましい
結果を達成するのに、示された特定の順番または順序を必ずしも必要とするものではない
。特定の実装態様では、マルチタスクおよび並行処理が有利であり得る。
【符号の説明】
【００４８】
　　100　システム
　　110　翻訳リポジトリ
　　112　ソースコードプロジェクトベース
　　120　翻訳監視モジュール
　　121　翻訳変更リスト
　　122　参照構築モジュール
　　123　参照アプリケーション
　　124　レンダリングモジュール
　　125　レンダリングされたアプリケーション
　　200　サーバ
　　212　プロセッサ
　　214　追加のデバイス
　　216　コンピュータ可読媒体
　　218　通信インターフェース
　　220　ユーザインターフェースデバイス
　　230　ネットワーク
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